
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

オリエンテーション　　　　介護におけるコミュニケーションの展開過程

授業の

方法

第

1

回

講

義

形

式

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

傾聴の意義と技法を理解することができる

各コマに

おける

授業予定

　　コミュニケーションの基本技術　　コミュニケーション態度

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

言葉以外のコミュニケーションの役割を理解することができるようにな

る

各コマに

おける

授業予定

言語・非言語・準言語コミュニケーションの基本

菊本　智泰
実務経験と

その関連資格
　　　　　社会福祉士　　サービス管理責任者　　障がい者施設勤務　実務者研修講師

科  目  名

介護福祉学科

コミュニケーション技術Ⅰ

科　目　区　分

最新介護福祉士養成講座５巻中央法規出版　　コミュニケーション技術

人間の理解と関連しながらコミュニケーションの基本を理解した上で具体的なコミュニケーション技法の取得を目指す

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

1年生 教室名

介護福祉士に求められるコミュニケーションの基本の理解を習得できることが必要

担 当 教 員

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

授業外での学習方法参考

第

5

回

第

2

回

第

3

回

内　　　容

介護におけるコミュニケーションの意義、目的を理解するこができる
授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

集団でのコミュニケーションの意義を理解することができるようになる

2020

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

人間の理解、１巻の熟読

定期試験　70％　　　レポート　20％　　　グループワークの中の態度・発表　10％

第

4

回
各コマに

おける

授業予定

集団におけるコミュニケーション技術　　　　回想法

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

コミュニケーション支援の基本となる留意点、考え方をり理解すること

ができる

各コマに

おける

授業予定

コミュニケーション障害への対応の基本　　　　振り返り



講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

介護におけるコミュニケーションの役割、障害に応じた対応の確認が

できるようにする

各コマに

おける

授業予定

まとめと試験対策

各コマに

おける

授業予定

会議、議事進行、説明の技術　会議の議事進行

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

事例検討におけるコミュニケーションの基本姿勢を理解することができ

る

各コマに

おける

授業予定

事例検討に関する技術

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

利用者の個人情報を保護するために、必要なコミュニケーションを理

解することができる

各コマに

おける

授業予定

情報の活用と管理のための技術

授業の

方法
内　　　容

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

コミュニケーション障害の対応方法を学んで行きコミュケーション技術

理解することができる

各コマに

おける

授業予定

さまざまなコミュニケーション障害のある人への支援について

第

15

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

家族の意向表出の支援の方法を知ることができる

各コマに

おける

授業予定

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第

6

回

第

7

回 家族とのコミュニケーション　家族との関係づくり

第

8

回

第

9

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

家族が持つ介護ストレスと、それに対応したコミュニケーションを理解

することができる

各コマに

おける

授業予定

家族関係と介護ストレスへの対応

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

介護におけるチコミュニケーションの意義・目的を理解し介護を提供

できるようにする

各コマに

おける

授業予定

介護におけるチームのコミュニケーション　　報告連絡相談の技術

第

10

回

第

11

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

記録の意義、目的の理解をしていく

各コマに

おける

授業予定

記録の技術　介護保険の目的

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

介護福祉職が書いて活用する記録～書き方、活用をケアにつながる

こと理解することができる

各コマに

おける

授業予定

記録の実際

第

14

回

第

12

回

第

13

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

介護福祉職が行う、会議の意義、目的、種類、役割を理解できるよう

になる　　議事のプロセスを知ることができるようになる


